




















































































































































































発行年 発行兼編集人 印刷所 発行所
第 1版 1913年 1月 11日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風吟社
第 2版 1913年 11月 20日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 3版 1914年 4月 10日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 4版 1915年 1月 1日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 5版 1915年 9月 25日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 6版 1916年 5月 25日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 7版 1917年 3月 30日 嶋津長次郎 堀越日進堂 金風社
第 8版 1919年 12月 1日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 9版 1921年 2月 5日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社
第 10版 1924年 5月 31日 島津長次郎 蘆澤印刷所 金風社


































































































































































































































会社名 国籍 資本金 運転錘数 織機台数 所在地




第七工場 ― 600 上海
第八工場 31,680 上海
第九工場 26,936 上海
上海紡績 日本 2,000,000円 第一工場 20,392 270 上海























































英文名称 Nippon Yusen Kaisya（N.Y.K） 商社の組織 株式会社
設立年 明治 18年 10月 1日 資本金 106,250,000円
開業時日







支店開設明治 8年 2月 4日）
























虹口（明治 18年 10月 1日
三菱会社より継承），匯山
（大正 3年 3月築造），浦東
（大正 13年 10月築造）
電信略号使
用暗号
電信符号　　Yusen Shanghai
電信暗号　　社内特別暗号及 Bentley Code
艀
艀隻数及噸数 サンパン 2隻
倉庫 敷地及面接
虹口 20,256畆
匯山 82,221畆
浦東 75,161畆
小蒸気数及噸数
金陵丸（131総噸）
蘇州丸（22総噸）
龍華丸（35総噸）
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日本人が見た上海イメージ
んとの見地より現に上海港大築港の計画中にして前途益々発展の道程に在り」（『上海概覧』，二頁）．
　そして，上海における商工業関連の情報は『上海内外商工案内』（上海商工会議所編，一九三五年）
としてさらに詳しさを増してゆく．『上海内外商工案内』は一九三五年，当時の上海商工会議所が把
握しているほぼすべての商社を（1）銀行業，（2）港運業並に倉庫桟橋業，（3）紡績工場，（4）其他
各種工場，（5）一般輸出業，（6）雑之部の合計一八三頁にまとめ，その上，邦人輸出品取扱商一覧
（五一頁），支那人営業種類別一覧（一三五頁），邦人営業種類別一覧（八三頁）の合計約四〇〇頁に
わたって整理している．
　上記の表 4から，『上海内外商工案内』がまとめた情報が極めて詳細，かつ正確なものであったこ
とを窺うことができる．しかし，このような上海における日本の商工業の進出は，一九三一年の満州
事変と第一次上海事変，第二次上海事変（一九三七年）をへて，上海経済の独占と占有を目指すもの
となった．すでに時代は，上海の貿易をめぐる争いをはるかに超え，戦争の時代へと大きく変わろう
としていたのである．この間の事情を，『上海要覧』（一九三九年）は，「事変の影響」という項目の
中で次のよう記述している．
　「一九三五年支那の工業界は不況のドン底にあって，操短或は休業，改組，または工場に対する抵
当権の実行による競売，若しくは譲渡と云ふ悲惨な状勢が続いたが，翌三六年に形勢は一変して好況
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に向かった．（中略）斯くの如く上海の工業は事変前迄は大体好況を示し，工場建設も多少乍ら実現
しつつあったのである．かかる矢先きに上海は日支両軍の激戦地となり，邦人の紡績工場は勿論，支
那並に英国の紡績工場乃至其の他各種の工場は十中八，九は閉鎖，休業の已むなきに至ったが，戦火
の為焼失の災に遭ったものも少なくなかった．」（『上海要覧』，一九三九年，一四二頁）
　さらに，日中間の戦闘によって上海附近で焼失した紡績工場だけでも九〇五工場に達し，その他の
中国人が経営する工場の被害も約一〇〇〇工場に上り，紡績関係の工場が被った被害総額は七五〇〇
万円に上ると推定されるという記事を掲載している．
　しかし，『上海要覧』が紹介したこれらの被害は紡績業に限られたものであり，『上海要覧』はさら
に，その他の工業を含めた上海の全域に渡る中国側の工場被害は二〇〇〇余件に及び，被害は閘北一
〇〇％，共同租界七〇％，浦東五〇％でその損害総額は内輪に約八億元と報告されていることから，
中国の「工業生産能力は殆んど全滅に瀕した」と記している．上海の経済はいよいよ戦争の足音に圧
倒される時代を迎えたのである．
